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【あ】
逸出・逸走（いっしゅつ・いっそう）

飼育している動物が逃げ出すこと。逸走も
同じ。植物の場合は、栽培している植物が管
理下から外れて野生化すること。

遺伝的かく乱
長い歴史的な時間をかけて形成されたある

種の遺伝構造や遺伝的多様性が、人為的に持
ち込まれた個体との交雑によって乱されるこ
とを指す。

地理的に隔離され、出会うことのなかった
近縁種同士が人為的要因による移動によって
出会い、交雑し、次世代が形成されることで
在来種の遺伝子の独自性が失われてしまうこ
とが懸念されている。そのほか、在来種の形態・
行動といった特徴が失われることも問題視さ
れている。

遺伝的多様性
ひとつの種のなかで、集団や個体が示す遺

伝的な違いを指す。
例えば、海洋や山地、水系などによって地

理的に隔離された地域個体群は、同じ種でも
それぞれに異なる遺伝子を持っている。また、
同じ種、同じ個体群でも、個体ごとの遺伝子
の組み合わせは少しずつ異なり、生息環境の
変化に対応できる可能性を内在している。

地域個体群の絶滅や個体数の減少によって
遺伝的多様性が減少すると、画一化した形質
の集団となるため、環境の変化等に対応する
能力を減少させることになり、ひいては、集
団が存続できなくなる危険性を高めることに
なる。遺伝子レベルの多様性保全は、生物多
様性を保全する上で重要な課題となっている。

【か】
外来種

過去に、意図的・非意図的を問わず人為的
に自然分布の域外に移動させられ、そこで野
生化した生物種を外来種という。外来種のう
ち、地域の自然環境に大きな影響を与え、生
物多様性を脅かすおそれのある種のことを侵
略的外来種という。

外来生物法
特定外来生物による生態系等に係る被害の

防止に関する法律の略称で、2005 年６月に
施行された。特定外来生物による生態系、人
の生命・身体、農林水産業への被害を防止し、
生物の多様性の確保、人の生命・身体の保護、
農林水産業の健全な発展に寄与することを通
じて、国民生活の安定向上に資することを目
的にした法律。問題を引き起こす海外起源の
外来生物を特定外来生物として指定し、その
飼養、栽培、保管、運搬、輸入といった取扱
いを規制し、特定外来生物の防除等を行うこ
ととしている。

競合
同種または異種の複数個体が、同じ資源（食

物、空間など）を求め、かつその供給量が限
られているときに生じ、相手に対して負の影
響を与える相互作用のこと。競争ともいう。

国外外来種
「外来種」のうち、我が国に自然分布域を有

していない生物種。
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国内外来種
我が国に自然分布域を有している（在来種）

が、その自然分布域を越えて国内の他地域に
導入された生物種。

固有種
分布が特定の地域に限定される種もしくは

亜種・変種などを固有種という。固有種は、
「特定の地域」は、国レベル、都道府県レベル、
地域レベルなど様々なとらえ方がある。島しょ
など隔離された環境には固有種が多い。

【さ】
里地・里山

継続的な人の生産・消費活動がされている
林や土地、その地域のこと。里地・里山とは、
原生的な自然と都市との中間に位置し、集落
と二次林、それらと混在する農地、ため池、
草地などで構成される地域で、東京では主に
多摩地域にみられる。

侵略的外来種
外来種のうち、わが国の生態系、人の生命・

身体、農林水産業等への被害を及ぼす又は及
ぼすおそれがあるなど、特に侵略性が高く、
自然状態では生じ得なかった影響をもたらす
もの。

生態系
ある地域にすむすべての生物とその地域内

の非生物的環境をひとまとめにし、主として
物質循環やエネルギー流に注目して、機能系
として捉えた系。生産者、消費者、分解者、
非生物的環境で構成される。エコシステム。

生物間相互作用
ある生物の個体群がほかの生物の個体群に

及ぼす作用と反作用のこと。
被食－捕食関係、競争関係、共生関係など

がある。

生物多様性
生きものたちの豊かな個性とつながりのこ

と。生物多様性条約では、「すべての生物の間
の変異性を指すものとし、種内の多様性、種
間の多様性および生態系の多様性を含む」と
定義されている。

先駆植物
植物群落の遷移において、裸地にいちはや

く侵入して定着する植物。乾燥や貧栄養に耐
える地衣類・コケ植物のほか、一般に成長が
早い陽生植物が定着する。先駆種、パイオニ
ア種ともいう。

【た】
地域個体群

地域性に着目して特定される個体群を指す。
移動能力のそれほど大きくない生物は、同じ
種でも地域によって遺伝的特性や生態的特性
が異なることが多く、種を単位とする把握で
は十分でない場合がある。このような場合に、
地域個体群という概念が用いられる。

導入
意図的・非意図的を問わず人為的に、過去

あるいは現在の自然分布域外へ移動させるこ
と。導入の時期は問わない。

特定外来生物
海外起源の外来種のうち、生態系等に関わ

る被害を及ぼす、又は及ぼすおそれがあるも
のとして、外来生物法によって規定された外
来生物。

生きているものに限られ、個体だけではな
く、卵、種子、器官なども含まれる。特定外
来生物に指定されたものは、飼育・栽培、運
搬、保管、輸入、放出、譲渡が禁止されており、
罰則の定めがある。
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【な】
ネイチャーポジティブ

自然を回復軌道に乗せるため、生物多様性
の損失を止め、反転させることを意味する。
自然再興ともいう。

【は】
バラスト水

荷物を積載していない船を安定させるため
に積み込む海水のこと。荷物を降ろした時に
積み込まれ、到着した港で荷を積む際に捨て
られるため、バラスト水に含まれている生物
が本来の生息地でない地域に拡散する要因の
一つとなっている。世界各地で外来種の貝や
魚、海藻類が繁殖して問題になっているほか、
生態系かく乱、養殖魚類へ与える影響、細菌
のまん延や有害プランクトンによる貝毒の発
生など人の健康への危険性も指摘されている。

ビオトープ
ビオトープ（biotope）とは、ギリシャ語

で「生物」を意味する「bios」と「場所」を
意味する「topos」の合成語で、工業の進展や
都市化などによって失われた生態系を復元し、
本来その地域にすむ生物が生息できるように
した空間を指す。ドイツなどのヨーロッパか
ら始まった生態系を復元または創出する動き
は日本にも広がり、各地で国や自治体、学校、
NPO・NGO、企業などにより、管理や保全、
教育、普及等、様々な取り組みがなされている。

【ら】
レッドリスト

絶滅の危機のおそれがある野生生物の現状
を、危険度を表すカテゴリー別に示した資料
のこと。国際レベルでは、国際自然保護連合

（IUCN）が作成しており、国レベルでは環境省、
都道府県レベルでは地方公共団体ごとに作成
している。

【アルファベット】
IUCN

国 際 自 然 保 護 連 合（International Union 
for Conservation of Nature and Natural 
Resources）のこと。1948 年に設立され、
国家、政府機関、国際及び国内非政府機関
会員により構成されている。国連環境計画

（UNEP）、国連教育科学文化機関（UNESCO）
などの国連機関や世界自然保護基金（WWF）
等の協力の下に、野生生物の保護、自然環境
及び資源の保全に係る調査研究、途上地域へ
の支援等を行っているほか、絶滅のおそれの
ある世界の野生生物を網羅したレッドリスト
等を定期的に刊行している。
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